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モバイル・シールトレーニング・システムとは 

【特徴】 

・組立式講習設備(施工現場で講習も可能) 

・現場作業者のフランジ締付技量の評価・教育が可能 

・運用はお客様に講師教育を実施し、独自で運用可能 

【ご提供内容】 

・モバイル・シールトレーニング・システム（MSTS)設

備一式 

・講師教育・育成 

組立式 

バルカー調査結果(2006年～2013年日本国

内) 

漏洩原因調査結果(石油精製・化学)  シールメーカーとしてと蓄積してきた各種ノウハウとお客様の現場における

知見、ご要望を併せて、シール材を適切に取り扱う為の知見、技能ト

レーニング機会をご提供し、ユーザーの安全・安心操業を実現することを

目指しています。 

  すでにご好評頂いております「シールトレーニングセンタ（STC）」では、

東京・奈良の拠点にて、漏洩原因調査から構築した座学と実技を融合

したカリキュラムを設け、設備管理者様を中心に「最適なシール選定」と

「適切な施工」を体得いただけるサービスを提供しています。 

 今回のモバイル・シールトレーニング・システム（MSTS）は、移動・組立式の設備により、現地にて現場作業者様を対象とした

シールトレーニングを、お客様ご自身を講師とした運営を実施していただけるよう、設備および講師育成を一体としてご提案させて

いただきます。 
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【運用例】                 コース ： 基礎講習

講習時間 ： 8時間15分　（8:30～16:45)

受講者 ： 30人

受講者1人あたりの受講時間 ： 1時間　(事前説明30分＋講習30分）

※設備組立・片づけ各2時間程度（2名で実施した場合）
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設置スペース：1.8m×1.8m

基

礎

講

習

（１）トルク感覚トレーニング

所要時間

設備 ①トルク感覚トレーニング

15分/人

ハンドスパナで反復練習することでトルク感覚を身につける。：実施内容

①トルク感覚実習装置

（２）フランジ締付技量評価

設備 ②フランジ締付実習装置

所要時間

講習 設備 内容

15分/人

（４）ボルトの整備の重要性の理解

：実施内容

（３）現場環境での締付け技量評価

設備 ③現場模擬フランジ実習装置

15分/人

現場作業環境のような入り組んだ配管を用いて、適切な締付

ができるか確認する。

②フランジ締付実習装置

基礎講習(1)(2)＋

：実施内容
軸力計測用フランジを用いて、実際の締付作業を模擬すること

によって、適切な締付ができるか確認する。設置スペース：各々1.8m×1.8m

⑥圧縮破壊実習装置

異なるガスケットのシール試験をすることによって、シール性がど

のように違うか理解する。

応

用

講

習

③現場模擬フランジ

実習装置

④ボルト影響

実習装置

（５）ガスケットのシール性の理解

設備 ④ボルト影響実習装置

所要時間 30分(集合教育)

整備不良のボルトを用いて、締付をしたときのガスケット面圧を

確認する。
：実施内容

所要時間

オ

プ

シ

ョ

ン

設置スペース：2.4m×1.8m

設置スペース：各々1.8m×1.8m


ガスケットの種類、使用環境の違いにより、ガスケットの許容締

付力がどのように違うか確認する。
実施内容 ：

設備 ⑤シール性実習装置

所要時間 30分(集合教育)

実施内容 ：

（６）圧壊しやすいガスケットの理解

設備 ⑥圧縮破壊実習装置

所要時間 30分(集合教育)

⑤シール性実習装置

 教育カリキュラム内容 

1人目 2人目 3人目 30人目

1人目 2人目 3人目 30人目

9:30～ 9:45～

30分　集合教育事前説明 集合教育

15分　個別 ・・・・・・・・・

所要時間 8:30～ 9:00～ 9:15～項目

トルク感覚

トレーニング

フランジ

締付

技量評価

16:15~
16:30

~16:45

15分　個別 ・・・・・・・・・
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